
 

 

地域子ども ・ 子育て活動支援助成事業 実施報告書（ 別紙２ ）  

 

団体名 
特定非営利活動法人キーパーソ ン２ １  

 

 

取組の名称 
武蔵小杉“ わく わく ” 学習室 「 通称こ すわく 」  

実施場所 
川崎市中原区新丸子東 2-907 ハイ ツ 武蔵小杉 704 

対象地域 
川崎市全域 

主と し て中原区 

対象地域の 

特色・ 課題 

 

1. 困窮度の高い家庭の子ども  

2. 家庭の事情等で登校拒否の子ど も  

3. 障害等の事情で学齢期に学校に行けなかった子ども  

取組の趣旨・ 目的 

 

  川崎市在住の生活保護受給家庭で育つ中高生に加え、

生活困窮家庭で育つ子ど も たちを対象にし ている 。  

  不登校の子ど も も 別ク ラ ス で行っている 。  

  川崎市、及び中原区保護課と 連携し て取り 組んでいる 。 

実施内容・ 実施ス

ケジュ ール 

学習教育： 週 1 回 不得意科目克服、 学校での成績アッ プ 

     ・ 開講 18:30～20:30 年間 48 回 

不登校者対応教室：  不登校のこ ど も の事情に合わせ面談

及び Zoom によ る マンツーマン教育を実施 

     年間 53 回 う ち参加 1 回 

参加者の年代 
小 6～中 3 及び 

高校生 

定員 

（ １ 回あたり ）  

通常学習 5 人 

不登校対応 1 人 

実施頻度 

学習教室： 週 1 回 

不登校対応学習：  

4 回/月 

活動日数 

（ 年間）  

学習教室： 48 日 

不登校学習： 53 回 



ス タ ッ フ体制 

 

学習： 専任講師 1 名 

不登校： 専任講師 1 名 

連携する 団体・  

連携の手法 

 

 

ケース ワ ーカーさ んや学校の先生から の紹介で来室し た子

ど も に関し ては、 本人の様子や問題点に気付いた時には、

報告、 ご相談をし 、 連携さ せて頂いていま す。  

こ すわく に来室し た日を出席扱いにし て頂く ため、 本人の

通う 学校へ「 活動報告」 を毎月お送り さ せて頂いていま す。 

取組実施によ り  

見込ま れた効果 

小学生時から 不登校の子ど も (現在中学 2 年生・ ひと り 親)

で、 小学校 6 年生から 母親と 一緒に、 こ すわく へ通って来

ていた緘黙の児童に対し 、 足し 算・ 引き 算から マンツ ーマ

ンで学習を行っていま し た。 真面目に学習に取組み、 集中

力も あり ま し たが、 緘黙が改善さ れず、 学習中も 常に横に

いる 母親と の母子分離が必要と 感じ 、 中学校の担当教員に

も 相談し 、 中学 2 年生になった今年度、 引越し を機に自宅

から 徒歩 10 分の立地にある 中原わく わく 学習会「 なかわ

く 」 への教室転移を勧めま し た。 なかわく は多く の子ども

が通っていま すが、 集団にも 馴染むこ と が出来、 緘黙も 若

干ではあり ま すが、 改善がみら れていま す。  

なかわく へは欠かさ ず出席し てく れ、 3 月には皆勤賞を頂

き ま し た。  

高 3 生 1 名が国士舘大学理工学部建築学科合格し ま し た。  

 


